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1.細胞表面に存在する複合糖質の糖鎖とタンパク質､あるいは糖鎖との
相互作用認識機構を解明することは重要な課題である｡演者らは､複合糖

質糖鎖中の重要構成成分である〃一アセチルラクトサミン(1)の〃-アセチ
ル基部を安定同位体標識化することにより､細胞間糖鎖認識機構を微視的に
解明できると考え検討を行った｡
2,3.安定同位体15N,.3C標識ラクトサミンの合成には､Iと同様に分子内に

β(1-4)結合をもつラクトース(2)を用い､貴重なラベル試薬は合成の最終段
階での導入が有効的である｡また､アミノ基の導入には脱離基導入後､SN2置
換反応することとした02より5工程で得られた2位ウロース体(3)に対し､

還元反応による立体反転を種々検討した｡その結果､NatlH4を用いた場
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合､マンノ型とグルコ型の異性体混合物を与えたが､N-セレクトライ ドを
用いた場合､マンノ型の収率が向上し､マンノ型誘導体(4)を収率54%で
得た｡得られた4を トリフリル体(5)とし､5に対し)5N基導入の目的でSN2

反転を種々検討した｡その結果､DMF中､potassiumphthaliTnide-lSN,18-
crown-6を用いた場合､収率68%でフタロイル誘導体(6)を合成することに
に成功した｡また､得られた標識ラクトサミン誘導体を用いた糖鎖伸長に
ついても報告する｡
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